


















したことに加え、2013 年 6 月よりロボットを排除する
など統計取得の方法を変更したこともあり、変動は生




　2013年4月1日に学 位 規 則が改 正されたことにとも
ない、電子化された博士論文をインターネットにより
公 表することが原 則 義 務 化されたことに対 応するた
め、2014年度はこれまでのリポジトリへの登録ワーク
フローを見直し、より短期間で博士論文を搭載、公開










































































































早稲田大学リポジトリ（DSpace@Waseda University）の動向と進捗 早稲田大学リポジトリ（DSpace@Waseda University）の動向と進捗
サイエンス推進に関する基本的な考え方としてまとめ
られた報告書「我が国におけるオープンサイエンス推進
のあり方について～サイエンスの新たな飛躍の時代の
幕開け～」 iv であり、これを受けては、大学としての
オープンアクセス方針等とその実施に向けての具体的
な運用計画の策定が求められることが予測されるとさ
れている。
　もう1点は、平成26年度分より文部科学省科学研究
費補助金の実績報告書に成果論文のオープンアクセス
化の有無のチェック欄が設けられた点であり、研究資
金配分機関もオープンアクセス推進の取り組みに着手
していることから、その動向を注視していく必要があ
るというものであるv。
